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 要  旨 
 スピングラス(SG)の理論的な研究において数値シミュレーションとスケーリングを用
いた解析は主流になっている。平衡シミュレーションではSG特有のスローダイナミクス
のため解析は容易ではない。一方、非平衡緩和解析では緩和過程を用いてスケーリング
を行うのでスローダイナミクスに影響されにくい。 
非平衡緩和法を用いて３次元ゲージグラス模型のSG転移を解析し、その正当性につい
て考察した。ハミルトニアンは以下のとおりである。 
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Aijはクエンチランダム変数で、分布P(Aij) ∝ exp(DcosAij) に従う。Dはランダムネスを決
めるパラメータで、D = ∞のとき規則強磁性XY 模型になる。３次元XY SG 転移の有無に
ついては様々な議論がなされてきたが、本模型についてはSG 相の存在が肯定的に認めら
れている[1]。 
３次元±J イジング模型におけるSG 転移の非平衡緩和解析では、動的臨界指数zに関し
てz ∝ 1/T ( T > TSG ) を仮定した有限時間スケーリング[2]を行いTSG を評価した[3]。こ
の仮定はランダム系固有のスローダイナミクスを特徴づけていると考えられ、３次元XY 
SG系でも成立することが予想される。そこでSG 転移の存在が認められている本模型に
ついて同様の解析を試み、方法の有効性を調べた。 
 D = 0の領域（系がフラストレーションの効果で最も乱れている状態）で解析を行った。
サイズL = 47、レプリカ数20、サンプル数256、ステップ数105、初期状態はランダムな状
態にしてシミュレーションを行った。D = 0 ではz ∝ 1/T を仮定したSG 帯磁率の緩和過
程の有限時間スケーリングに成功し、方法の有効性を支持する結果を得た。 
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